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1 はじめに 

1.1 目的 
Platinum Configurator ソフトウェアは、PC（Windows）ベースの構成とモニタリングサポー

トパッケージを提供するために開発されました。これらのソフトウェアツールはもともと

Platinum 製品の機能を具体的にテストするための内部エンジニアリングサポートのために開

発されました。このツールは Grass Roots のインターフェースを提供し、Platinum 製品のす

べての内部機能を公開します。 

エンジニアリングツールとして、Platinum ファミリに新しい機能が追加され、Platinum 
Configurator は成長し続けます。 

Platinum Configurator は、Platinum ベースの製品で提供される通信チャネルの 1 つで動作し

ます。すべての Platinum 製品には、Virtual Com デバイス（スレーブから HOST デバイス）

として動作するように構成された USB チャネルが提供されています。 

多くの製品には、オプションのシリアルポート（RS232、RS485 など）が用意されていま

す。これらの通信チャネルはサポートされていますが、ほとんどの場合、PC インターフェ

イスは USB からシリアルへのアダプタに依存するため、ネイティブ USB 接続が最も単純な

ソリューションです。 

他の通信チャネルのサポートは、将来のリリースで提供される可能性があります。 

Platinum Configurator は、物理デバイスが接続されていない状態で「仮想デバイス」モード

で動作します。 「仮想デバイス」構成は、「ファイル/ロード」オプションを使用してロー

ドすることができ、構成画面を変更し、その結果の構成を保存することができる。 Load 
and Save コマンドで使用されるファイル形式は、Platinum コントローラで使用されるものと

互換性があり、構成をオフラインで更新できるようにします。 

Platinum Configurator は、Modbus プロトコル（ASCII または RTU）を使用し、Windows 7 で

動作する Visual Studio を使用して開発され、テストされています。 

 

 

Platinum Configurator ソフトウェアのユーザーサポートは提供されません 

 

  



 

 

1.2 用語と頭字語の定義 
I2C 2 線シリアルインターフェイ

ス 
ADC アナログからデジタルへの

変換器 
Base 
Device 

スレーブデバイスに接続され

ているデバイス 
DAC デジタルからアナログへの

変換器 
Smart 
Input 

1 つ以上のセンサー入力をサ

ポートしたデバイス 
RS485 シリアル通信用の電気信号 

Smart 
Output  

1 つ以上の出力をサポートし

たデバイス 
RS232 シリアル通信用の電気信号 

Sensor 
Element 

Smart Output に接続された物

理センサーデバイス 
CSV カンマ区切りの値 

AC 交流電源 COTS 商用オフザシェルフ 
DC 直流電源 ESD 静電放電 
CS チップ・セレクト   FW ファームウェア 
RS232 シリアル通信用の電気信号 HW ハードウェア 
CSV カンマ区切りの値 I/O インプット/アウトプット 
COTS 商用オフザシェルフ LED 発光ダイオード 
ESD 静電放電 Hexadecimal 16 進数値 (24) 

 

1.3 関連ドキュメント 
 

Doc. # Name / Description Rev. # 

M5458 Platinum Modbus Interface 1.0 
M5457 Platinum Load and Save File Format 1.0 
AP-8 Platinum Ramp and Soak Processing 1.0 
M5452 Serial Communication Protocol Specification  V1.1b3 
   
   

 



 

 

2 インストレーション 

Platinum Configurator は Windows プラットフォーム上の、二つのコンポーネントから構成さ

れます。Windows アプリケーションが通信することを可能にする’デバイス インターフェイ

ス’と Platinum Configurator アプリケーションプログラムです。 

2.1 デバイス インターフェイス 
The Platinum Configurator アプリケーションは USB、イーサネット、シリアルの 3 つの Com 
チャネルデバイスをサポートしています。具体的なボーレート、パリティ、スタートビッ

ト、およびストップビット情報の設定は必要ですが、Windows オペレーティングシステム

上シリアル通信とバーチャル COM は同様に動作します。 

 USB バーチャル COM 

Windows7/8/10 のネイティブの USB 機器インタフェースを使う時には、Windows オペ

レーティングシステムが Platinum の USB 機器を正しく識別し、認識することを可能に

するためにデバイスドライバ『INF』ファイル（OmegaVCP.inf）を、インストールする

必要があります。  

OmegaVCP.inf ファイルは Platinum Configurator ソフトウェアに同梱されている、また

は  www.Omega.com よりダウンロードしてください。ファイルは c: /Windows/inf フ
ォルダにコピーしてください。  

 

ファイルのコピーにはコンピュータの管理者権限が必要にな

ります。 

After installing OmegaVCP.inf をインストール後、USB ケーブルを接続すると、システ

ムは自動的に Platinum 製品を検出し認識します。 

OmegaVCP.inf ファイルは下記のキーパラメータが含まれています。 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 値 説明 
VID 0x2a72 ｵﾒｶﾞｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ USB ﾍﾞﾝﾀﾞｰ ID 
PID 0x0400 バーチャル COM デバイスで動作するための製品識別 

 
インストール後、Platinum 製品は COM デバイスと認識され、COMxx のように名前が

割り当てられます。xx はオペレーティングシステムによって割り当てられます。 

  

http://www.omega.com/


 

 

 RS232/RS485 
Windows 7/8/10 はネイティブ RS232 及び RS485 デバイスドライバを持っており、追加

のドライバは必要ありません。ハードウェア(または USB シリアルコンバータ) は
COMxx のように名前が割り当てられます 。 xx はオペレーティングシステムによって

割り当てられます。 

様々な USB シリアルコンバータが使用可能ですが、 シリアルチャンネルを使うため

に、Platinum Configurator は Platinum 機器と同じ通信パラメータ設定を使わなければ

なりません フロントパネルのメニューを使って、Platinum 製品の コンフィグレーショ

ン設定をします。 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｵﾌﾟｼｮﾝ 説明 
bUS.F 232C 

485 
RS232 または RS485 を選択します。 
長い距離やマルチドロップの機能が必

要な場合 RS485 を選択します。 
bAUd 1200, 2400, 4800, 9600, 19.2, 

57.6,115.2 
データレート 

PRty Even, Odd, None パリティビット、 パリティチェック用

のデータを追加します。 
dAtA 7, 8 データビット 

Modbus/RTU 使用の場合は 8 ビットに

設定してください。 
StoP 1, 2 ストップビット 

 イーサネット 

Platinum イーサネットチャネルは 10/100 Mbit レートの通信をサポートしています。

また、WEB 設定ページからイーサネットチャネルの通信パラメータを設定をすること

ができます。 

2.1.3.1 イーサネット TCP (Modbus ASCII)  

TCP モード使用時、Modbus/ASCII フォーマットのインターフェイスをサポートし

ます。Platinum イーサネット通信設定は製品の WEB ページを通して設定すること

ができます。PC のインターネットブラウザ（IE, Chrome 等）から接続します。：

192.168.1.200 (Platinum デフォルト IP アドレス). 

Platinum デバイスが Modbus ASCII データを受け付けるには、下記のイーサネット

チャネル設定が必要になります。 



 

 

 
イーサネットシリアルインターフェースはサポートされた Modbus/ASCII データを

しシリアルデータパッキング機能や CR+LF コードを使用する場合、デフォルト設

定から下記のような変更が必要になります。 

 

 

2.1.3.2 イーサネット Modbus/TCPIP 

Modbus/TCPIP モードを使用する際、下記のイーサネットオプションが必要になり

ます。Platinum デバイスが Modbus RTU データを受け付けるには、 イーサネット

チャネルの設定が必要になります。  

 

ModbusTCP を選択したとき、TCPIP を使用するために、自動的にローカ

ルポート 502 に切り替わり、Modbus によって制限されたポートはシリ

アルデータパッキング機能のオプションが無効になります。 



 

 

 

 

2.2 Platinum Configurator ソフトウェアのインストール 
Platinum Configurator は実行可能な自己解凍形式のプログラムです。Windows7 ベースのシス

テム上でダウンロード及びイントールすることが出来ます。 

1. Platinum_Configurator.zip ファイルをダウンロードします。 

2. ダウンロードした OmegaVCP.inf ファイルを c:/windows/inf/ フォルダにコピー

します。 

3. setup.exe ファイルをクリックします。プログラムがインストールされ、デス

クトップ上にショートカットアイコン が作成されます。 

 

 

 

 

  



 

 

3 Platinum へ接続 

3.1 無効なオプション 
無効な場合や適用可能ではないフィールドはグレイアウトします。 

3.2 画面（スクリーン） 
Platinum Configurator は一連の画面（スクリーン）上で実行されて、スクリーンのツールバ

ーからオプションのドロップダウンメニューから選ぶことや、スクリーンに表示されてい

るコントロールボタンをクリックすることによってその機能のサブスクリーンに入りま

す。 

画面がロードされる時に機器の情報が読みこまれ、すべての画面の実データがリフレッシ

ュされます。 

マニュアルリフレッシュ[Refresh]ボタンは、コンフィギュレーション時に変更された情報を

確認するために、各々の画面に用意されています。無関係なデータの 

サブ画面には閉じるオプションがありません。画面は、標準のウィンドウオプションを使

ってフルスクリーンモードや縮小、拡張することができます。画面を閉じる場合 ‘X’ を選択

してください。 

 

 

  



 

 

3.3 Platinum Controller へ接続 
Platinum に接続するために、まず始めに、Configurator ソフトウェアと Platinum 製品の通信

をセットアップします。通信インターフェイスは下記に表示されます。 

 

 
通信インターフェイス設定を、下記の順序で設定をしてください： 

1. Select connection type: （ 通信タイプを選択してください）USB、シリアル、TCP、オ

フラインが選択可能なオプションになります。他のパラメーターは選択したオプシ

ョンによりアップデートされます。 

2. Select Communication Protocol(通信プロトコルを選択してください): Modbus のみサ

ポートいています。 Platinum に Modbus RTU で入力を行う場合、Force Modbus RTU
をチェックしてください。 

 

これらのオプションはあなたが Configurator を使うときに役立ちます。 

• Auto Connect at Start（開始時の自動接続）: このチェックボックスにチェックした場

合、前回保存されたパラメータを使ってコントローラーに接続を試みます。 

• Save Settings(保存設定): このチェックボックスにチェックした場合、接続が成功した

際、すべての接続パラメータを保存します。  

• Auto Discover(自動検出): USB またはシリアル接続のみ 

 オフライン モード 

オフラインモードは “Platinum Configurator” で Platinum への物理的な接続なしでパラ

メータをセットするためにあります。ランタイムのパラメータ調整や機能のオンオフ

など、すべての機能をサポートしています。ユーザーはこのモードを使用しコンフィ

グレーションパラメータを保存し、そのファイルを使って実際に Platinum と接続する

ときにロードして利用出来ます。   

  



 

 

 Modbus フォーマット 

Platinum チャンネル選択によって、有効な Modbus フォーマットが決定されます。 

もし Ethernet / TCPIP が選択された場合、USB と シリアルのオプションは無効になりま

す。 これらの３つのチャネルの Ethernet/ASCII を選択した場合、再選択が可能になり

ます。 

ﾁｬﾝﾈﾙ ASCII RTU TCP/IP 
USB X X  
Serial X X  
Ethernet   X 
Virtual Device N/A N/A N/A 

 

 バージョン検証 

アプリケーションまたはファームウェアのブートローダがアップグレードを必要とす

る場合、下記の警告メッセージが表示されます。操作は引き続き可能ですが、エラー

が発生する可能性があります。 

 
 



 

 

4 表示及び Platinum のコントロール 

4.1 メイン画面 

 
Platinum Configurator の主要なインタフェースは、コントローラシステム情報、プロセス

値、およびステータスを表示します。それは、Platinum コントローラをコントロールするた

めの機能を提供しています。 メイン画面はユーザーが選択可能なリフレッシュレートを設

定することによって自動的にリフレッシュされます。最小 2 秒のタイミングでのリフレッ

シュレートを使用するのを推奨します。（上図の赤枠を参照ください。） 

メイン画面は、機器情報のサマリや Platinum ディスプレイや個々のボタンを、擬似的に表

示させています。Configuration Group から機器の機能的なパラメータの設定やプログラムを

作成することができます。（上図の青枠を参照ください。） 

Platinum 機器設定値 1 と設定値 2 の値が表示されます。もしこれらのパラメータが、絶対

値（Setpoint Configuration 参照）として設定される場合、それらは、新しい値を入力するこ

とによって変更されます。 

• もし Setpoint 1 に Remote Setpoint を設定した場合、 または ランプアンドソークを

Setpoint1 の値を有効にした場合は、その値をアップデートすることはできません。 
• もし Setpoint 2 に Deviation Setpoint を設定した場合、Setpoint 2 の値は表示されます

が、それはアップデートされません。 

必要に応じて Configuration Group のボタンには主要なパラメータの値が表示されます。 

デジタル (ON/OFF) パラメータはアクティブのときにディスプレイの色が緑色に変化しま

す。 



 

 

4.2 Reading and Control 

 オペレーティングモード 

6 つのボタン(Wait, Run, Idle, Stop, Standby and Pause)からデバイスのオペレーティング

モードを選択し変更することができます。 

 Run モード オプション 

Run モードのオプションボタン (Peak, Valley, and Latch Clear) は Platinum 製品の Run モ

ードのオプションと同じ機能になります。 

Peak と Valley ボタン内に現状の Peak/Valley 値が表示されます。これらのボタンをクリ

ックすると値がクリアされます。 

Latch Reset ボタンをクリックすると、ラッチアラームがクリアされます。 

 キャリブレート 

キャリブレートボタンからユーザーキャリブレーションモードとキャリブレーション

パラメーターを設定出来ます。  

 

 
  



 

 

 TARE 
TARE ボタンは入力動作しているときに有効になります。TARE ボタンをクリックする

と現在の重力の読み込みの値を 0 にセットすることができます。 

 

 Manual Control 
[Manual Control] ボタンは Platinum コントローラの OPER/MANL オプションのように動

作します。 このボタンを選択すると、出力や入力、コントロールの値などをマニュア

ル入力するためのウィンドウが別に表示されます。その間ユニットは IDLE モード状態

になります。 

 [出力]オプションを選択すると、制御出力が設定されます。 PID として設定された出

力は、0〜100％フルパワーに設定できます。 

入力オプションを選択すると、入力範囲値で定義された範囲内で 擬似入力 を生成す

ることができます。 

無効オプションは、入力機能と出力機能の両方を無効にします。 

 

 
 

  



 

 

4.3 システムコンフィグレーション 
システムコンフィグレーション画面は、Platinum コントローラの各内部制御ブロックを構成

するための画面です。  

画面に入ると、現在の構成情報が読み込まれ、画面の構築に使用されます. 

• 現在の設定に変更が加えられた場合は、[更新]ボタンが表示され、選択内容が記録さ

れます。 

 Input Configuration 

 
入力設定画面では、すべての入力パラメータが設定されます。 「入力タイプ」の「ド

ロップダウン」メニューでは、選択したオプションが有効になります。赤い矢印を参

照してください。 

プロセス範囲選択では、4-20 mA、0-24 mA、+/- 10 Vdc、+/- 1 Vdc、+/- 0.1 Vdc、および

+/- 0.05 Vdc としてプロセス電圧/電流入力を設定します。各入力範囲には、エンジニ

アリング単位でスケーリングされる入力値に対する一意のスケーリングパラメータが

あります。 

「プロセス」入力選択の下の「表示設定」。 水色のハイライトは、入力範囲を変更す

ることなく、さまざまな入力スケーリングオプションを表示するように動きます。ラ

ジオボタンは、異なる入力範囲を選択します。 

  



 

 

4.3.1.1 Input / Output Scaling 
スケーリング演算は、SLOPE（またはゲイン）および OFFSET によって定義される

線形変換を使用して、ソース（入力）信号をスケーリングされた出力信号に変換

します。以下に示すように、（X1、Y1）と（X2、Y2）は、ある SLOPE と OFFSET
を持つ行に 2 つの点を定義します。 SLOPE と OFFSET を知ることで、次の式を使

って任意の INPUT 値に対する OUTPUT 値を決定します。: 

Output = Input X SLOPE + OFFSET, where 

GAIN = (Y2 - Y1) / (X2 - X1) 

OFFSET = Y1 - (GAIN * X1). 

 

 
 （X2-X1）== 0 の場合、GAIN は 1 に設定され、OFFSET は 0 に設定され

ます。 

手動スケーリングでは、2 つのポイントが値として「マニュアル設定」画面領域

に直接入力されます。 

  

0
1
2
3
4
5
6
7

-1 0 1 2

INPUT VALUE

SLOPE

OFFSET

X

KNOWN/MEASURED INPUT VALUE

 

Equivalent Engineering 
Units (Reading) 



 

 

4.3.1.2 線形化 

Platinum はプロセス入力の 10 点線形化をサポートしています。 10 ポイントの線

形化は、最大 10 個の読み取り/入力値ペアを入力し、10 個のゲイン/オフセット

パラメータを内部的に計算するために使用されます。ポイントを変更するには、

UI のコンボボックスを選択します。  

 

4.3.1.3 実測値の入力 

実測値では、ポイント 1 と 2 の読み取り値が直接入力され、対応するプロセス入

力レベルが測定値から取得されます。 
 

次の手順をお勧めします: 

1. ディスプレイ（Miscellaneous）画面で単位変換を無効にし、ユニットを

IDLE モード（NONE）に設定します。 

 

 

 

 

 

 



 

 

2. 測定モードを LIVE に設定し、 "Capture ENABLE"ボタンを有効にします。 
[Caputure DISASABLE]が表示されます。機能がオフにした場合、現在の測定

値ではなく入力値が表示されます。 

 

3. 調整値を定義するデータポイント 1 を設定には、 [Capture Input1]ボタンを

クリックします。現在の入力値がライブ設定入力 1 ディスプレイに転送さ

れます。 

4. データポイント 1 に対応する読み取り値を入力します。  

5. データポイント 2 の値に対して手順 3 と 4 を繰り返し、Update を押しま

す。値はユニットに転送されます。 

6. "Capture Disable"ボタンを押して、測定機能を再度有効にします。 

7. 復元したいユニットを「更新」します。 



 

 

 補助インプット 

 
補助入力設定画面（リモート設定点とも呼ばれます）は、すべての補助入力パラメー

タを設定します 

ラジオボタンでさまざまな入力範囲を選択することができます「表示設定」では入力

範囲を変更せずにさまざまな入力スケーリングオプションを表示するために水色のハ

イライトを移動します。 

入力値がメイン画面に表示されます。 

 

 デジタルインプット 

 
Platinum Configurator には（無効な）パラメータが含まれています、現時点では

Platinum コントローラのデジタル入力は提供されていません。デジタル入力の状態

（ON / OFF）がメイン画面に表示されます。 



 

 

 PID コントロール 
 

 
 

PID 設定画面は、PID 制御パラメータを設定し、オートチューニングサイクルを開始し

ます。ユーザーはこのダイアログを使用して、PID 1 と PID 2 の両方の PID パラメータ

を調整できます。  

• Auto Tune ボタンを選択すると、システムはオートチューニングサイクルを

開始し、ステータス/入力値がメイン画面に表示されます。サイクルの完了

時に、REFRESH ボタンを使用して、計算された P、I および D 値を検討するこ

とができる。 

計算された PID 出力電力がメイン画面に表示されます。 オートチューニングサ

イクルの後、Refresh ボタンを選択して新しい P、I、D パラメータを更新しま

す。 

 

オートチューニングサイクルを開始する前に、適切な出力が

PID 制御用に設定されていることを確認してください。 



 

 

 セットポイント 

 
 

セットポイント設定画面は Setpoint 1 と Setpoint 2 のモードを設定します。 

Platinum Configurator では、設定値モードを簡単に設定できます。Platinum の Setpoint 
1 モードは、ランプ＆ソーク機能またはリモートセットポイント機能を有効にするこ

とで設定します。Setpoint 2 モードは、絶対値または Setpoint 1 からの偏差（+/-）のい

ずれかに設定できます。メイン画面の擬似デバイスイメージに表示される値は実効値

になります。 

Example: (Setpoint 2 偏差 モード) 

Setpoint 1 = 100.0 

Setpoint 2 偏差値 = 5 

実効 Setpoint 2 の値 = 105 

 

 

  



 

 

 ランプ アンド ソーク 

Platinum コントローラは最大 99 個のランプアンドソークプロファイルをサポート

し、それぞれ最大 8 個のランプ/ソークセグメントをサポートします。ランプとソーク

プロファイルは、プロファイルリンクオプションを使用して一緒にデイジーチェーン

接続できます。 

ランプ＆ソークコントロールセクションは、ランプ＆ソークモードを有効にすること

を含む、ランプとソークのコントロール全体をプログラムします。プロファイルを開

始してトラッキングモードを使用し、特定のプロファイルごとにいくつかのセグメン

トを使用します。プロファイルの最後に実行されるアクション。 

プロファイル選択コントロールは、どのプロファイルデータを表示するかを選択しま

す。 

時間形式は維持され、時間：分：秒で表示されます。時間値は、上/下スクロールボタ

ンを使用して調整するか、時間値を手動で「ランプ時間」フィールドに入力します。

時間値を入力するときは、時、分、秒のフィールドを区切るためにスペース、カン

マ、ピリオドまたはセミコロンを使用することに注意してください。 （下図の赤枠を

参照してください）。 

手動で入力した時間値は、入力すると正規化されます。たとえば、01:63:67 は

02:04:07 に変換されます。頭にゼロは必要ありません。 

 

 

RE と SE のチェックボックスはランプとソークの状態に基づいてアナンシエータとア

ウトプットを有効にします。 



 

 

 アナンシエータ 

 
Platinum アナンシエータは正面ディスプレイに表示され、アラームと出力の状態に基

づいてアクティブになります。合計 6 つのアナンシエータがコントローラによってサ

ポートされています。ユーザーは、アナンシエータ番号を選択してアナンシエータモ

ードを変更できます。 

Platinum Configurator は、アナンシエータオプションを拡張して、「任意の RAMP」ま

たは「任意の SOAK」ステータスを含んだ、それぞれの RE.ON または SE.ON 状態に基

づいてアナンシエータをトリガします。 

利用可能なアナンシエータモード： 

 

• Disable - アナンシエータは無効です 

• Alarm1  - アナンシエータはアラーム 1 にリンクされています 

• Alarm2  - アナンシエータはアラーム 2 にリンクされています 

• SPST Relay1  - アナンシエータが SPST Relay1 にリンクされている 

• DCPulse1  - アナンシエータが DCPulse1 にリンクされている 

• Isol DCPulse1  - アナンシエータが絶縁 DCPulse 1 にリンクされている 

• Isol DCPulse2  - アナンシエータが絶縁 DCPulse 2 にリンクされている 

• RE.ON  - アナンシエータが RE.ON 状態にリンクされている 

• SE.ON  - アナンシエータが SE.ON 状態にリンクされている 

• Ramping - アナンシエータは、PID 制御がランピング段階にあるときにアクィ

ブです 

• Soaking -  PID 制御が浸漬段階にあるときにアナンシエータがアクティブにな

ります 

• Sensor Error - アナンシエータは、センサーがフォルト状態のときにアクィブ

です 

• Output Error - 出力がフォルト状態のときにアナンシエータがアクティブにな

りますアラーム 



 

 

 
Platinum コントローラは 2 つのアラーム制御ブロックをサポートしています。各アラ

ームの状態がメイン画面に表示されます。ユーザーは、アラームダイアログを使用し

てアラームモードを変更し、アラームパラメータ/オプションを設定できます。  



 

 

 アウトプット 

 
 

Platinum コントローラは 6 つの出力をサポートしており（将来の製品ではこの機能が

拡張される可能性があります）各出力設定は個別にリフレッシュまたは更新できま

す。 

「出力モード」選択は、特定の動作モードに出力を割り当て、対応する制御ブロック

を適用および有効化するパラメータを定義します。 

各出力の状態がメイン画面に表示されます。 

• 使用可能な出力モードは次のとおりです。 

• OFF  - 出力をオフにします。 

• PID  - 出力が PID 制御値を出力するように設定されている 

• ON.OFF  - 設定値に基づいて出力がオンまたはオフに設定されます 

• ALARM1  - 出力が alarm1 にリンクされている 

• ALARM2  - 出力は alarm2 にリンクされています 

• RAMP ON  - 出力は PID 制御ランピングステージにリンクされています 

• SOAK ON  - 出力は PID 制御浸漬段階にリンクされています 

• PID 2  - 出力は PID 2 の制御値を出力するように設定されています。 

• SENSOR ERROR  - センサの故障があると出力がオンになります 

• OPEN LOOP  - 制御ループが開いているときに出力がオンに設定されます 

 

NOTE:  that only valid parameters/options for selected mode will be enabled 
when user switch output mode.  



 

 

 Display, Safety, Excitation 
 Display, Safety and Excitation” コントロール画面は、1 つの Miscellaneous 画面にグルー

プ分けされています。 

時間フォーマットなどのいくつかの制御値は、共通の機能のために雑多な画面内にグ

ループ化されており、実際のデバイスの別のメニュー位置に表示される場合がありま

す。各サブグループは、個別にリフレッシュまたは更新します。 

 
出力が非 OFF モードに設定されている場合、出力ブレーク検出を有効にすることがで

きます。ブレーク検出が有効になると、検出には偏差とタイムアウトのパラメータが

使用されます。エラーが発生したときに出力エラーをオンにしたい場合、ユーザーは

ラッチ出力エラーオプションをオンにすることができます。  



 

 

 コミュニケーション 

Platinum 製品は、3 つの通信チャネル（USB、イーサネット、シリアル）をサポートし

ています。 USB はすべての製品に標準装備されています。 

各通信チャネルは、オメガまたは Modbus プロトコルをサポートしています。オメガ

プロトコルには様々なオプションがあります。 Modbus プロトコルでは、Modbus RTU
と Modbus ASCII フォーマットの両方がサポートされています。 

シリアルチャネルは、さまざまなデータフォーマットと伝送速度をサポートしていま

す。モジュールがサポートされていないか、または現在接続されているモジュールで

ある場合、構成オプショングループは無効になります。 

 
 

Platinum Configurator で使用されるチャネルは、Modbus RTU、Modbus TCP / IP または Modbus ASCII 用に設定する必要がありま

す。 Factory Default（F.DFT）を選択すると、デバイスは Omega プロトコルに戻ります。 

シリアルチャネルには、ボーレート、パリティ、ストップ、およびスタートビットの設定を可能にする追加パラメータがあり

ます。シリアルチャネルを介して接続している間にこれらの値を変更すると、通信が失われます。 

デバイスに接続するとき、Platinum Configurator が USB 接続を使用して接続されており、USB / MODBUS RTU オプションが選択

されている場合、デバイスの USB 構成は自動的に再構成されます。他のすべての接続オプションの場合、デバイスは Platinum 
Configurator 接続オプションに一致するように設定する必要があります。

 

 



 

 

4.4 コントローラーコンフィグレーション 
コンフィグレーション画面では、現在のデバイス構成、注文部品番号、およびデバイスフ

ァームウェアのバージョンを確認します。ユーザーはオプションモジュールのファームウ

ェアをアップグレードできます。 

リフレッシュボタンをクリックすると、現在のデバイス構成が読み込まれ、表示されま

す。  

 
実際のデバイスは変更されません。 

 

 
 

  



 

 

 ファームウェア アップデート 

オプションのモジュールを更新するには、「更新」機能を使用します。構成インター

フェイスで、「更新」ボタンをクリックしてファームウェア更新 UI を表示します。デ

フォルトの選択は "分離出力"です。右上には、選択したデバイスの現在のデバイス ID
とファームウェアのバージョンが表示されます。 

デバイスをプログラムするには、 "Program Enable"ボタンをクリックして機能を有効

にします。このボタンは、画像ファイルを「16 進」形式で選択し、その 16 進ファイ

ルを装置にプログラムする。 

 
 



 

 

 
ファイルが選択されると、プログラムプロセスが開始され、インターフェイスにファ

ームウェア更新の進行状況が示されます。 

 

  



 

 

4.5 Graphing 
Graphing オプションは、データチャート機能を開きます。グラフ作成中はいつでも、デ

ータを csv ファイルに保存できます。 

• "Graphing"画面には 2 つの折れ線グラフがあり、上のグラフはプロセス変数/設定値

情報を示し、下のグラフは PID 制御出力を示しています。 
• 「プロセス」グラフには、プロセス値、プロセス設定値が表示されます。これはラ

ンプとソークのサイクルで設定値 1 と設定値 2 で計算されます。関連するチェック

ボックスでは、変数の一部または全部の表示が無効になります。 
• 「制御出力」グラフは、0〜100％の値を表示する現在の PID 制御パラメータを示し

ます。 

特定のグラフのすべての変数を無効にすると、グラフが非表示になり、2 番目のグラフ

がグラフ領域全体を埋めることができます。 

X 軸はサンプル数を示す。オートリフレッシュを 1 秒間隔で操作すると、X 軸に 1 秒間

隔が表示されます。 

ズーム、パン、フィットを使用してチャートを表示します。どちらのチャートも X 軸で

同期します。 

最大チャート作成ウィンドウを調整します。最大データウィンドウを画面に表示するこ

とができます。  

 

 
 



 

 

5 メインメニュー機能 

5.1 設定ファイル 
デバイスの構成データは、Platinum コントローラの LOAD/SAVE コマンドで使用されているもの

と互換性のあるファイル形式を使用して、標準の ".txt"ファイルとして保存またはロードできま

す。 Platinum Configurator は、以前に保存した設定ファイルを USB サムドライブ上の Platinum
デバイスから読み込んだり、設定を変更したり、USB メモリスティックに保存してデバイスに

再ロードすることができます。 

 ファイルオプション ダイアログ 

 [ファイルオプション]ダイアログは、[ツール/オプション]または[ファイル/オプショ

ン]メニューの選択項目の下に開くことができます。 

 

• [ファイルオプション]画面では、追加の「メタデータ」がファイルに追加され

ます。この情報はファイルに保存されますが、Platinum デバイスでは使用され

ません。 

• ファイル名は、ファイルが SAVED で更新され、ファイルがロードされたとき

にリカバリされます。 

• LOAD および SAVE オプションブロックは、ファイルから転送するデータを選択

します 



 

 

 ファイル ロード / セーブ 

ファイルロードとファイルセーブオプションは、特定のファイルを選択する標準の

Windows ダイアログを開きます。 

 

 ロード パラメータ/セーブ パラメータ /適用 

ファイルロードパラメータ、パラメータの保存および適用機能は、オフラインモード

に適用されます。この機能セットは、ファイルの読み込みと保存とは異なります。フ

ァイルの読み込みと保存では、Modbus レジスタの値のシャドウコピーが作成されま

す。パラメータをロードする/パラメータを保存する/レコードまたは変更されたパラ

メータにのみ適用します。 

ロード パラメータ – 以前に保存したパラメータを読み込む 

セーブ パラメータ – 変更したパラメータを保存します 

適用 – パラメータをコントローラに適用します 

  



 

 

5.2 ツール 

 Set Connection 
Set Connection 機能は、接続されているコントローラの切り替えや通信タイプの切り

替えに使用される異なる接続に切り替えることができます。 

 View Transactions 
[View Transactions] オプションは、コンフィグレータと接続されているコントローラ間

の Modbus トラフィックをチェックします。この機能は、コントローラの診断とトラ

ブルシューティングに役立ちます。 
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